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研究内容 
［１］タンパク質の構造・物性の相関解明 
・ タンパク質は僅かな安定性によってその構造や

機能を維持しており、僅かなタンパク質の構造変
化は狂牛病にみられるようにタンパク病の原因
と成り得る。 

・ タンパク質の物性の一つである“揺らぎ”は結晶
構造のような静的構造では捉えにくいが、機能や
安定性と密接に関係した物性である。 

・ 高圧力や高温度でのタンパク質の構造や物性変
化を観測することで、常温・常圧では見えないタ
ンパク質の特性を知ることが出来る。 

・ 高圧（400 気圧）高温（90℃）での精密密度測定
（10-6 g/cm3）が可能な装置を開発し、等温圧縮率
（体積揺らぎ）および熱膨張率（エントロピー体
積揺らぎ）の決定を可能にした。 

・ 音速、密度測定により断熱圧縮率の決定できる。 
・ 示差走査熱量計（DSC）と滴定型等温熱量計（ITC）

を用い、タンパク質の熱的安定性や基質の結合力
を決定できる。 

・ 粘度測定によりタンパク質の形状変化や選択的
な溶媒和に関する流体力学的特性を決定できる。 

・ 円偏光二色性や FTIR、蛍光スペクトルの温度走
査を行うことにより、熱力学的な特性と構造的な
変化をつなげることができる。 

 
［２］物質の包接形成機構の解明 
・ シクロデキストリンは疎水性物質を包接する性

質を持ち、食品や製剤の安定化物質としても利
用されている。 
 

・ 物質の形状や性質で包接の選択性を持たすため
には、包接機構の熱力学的情報が必要である。 

・ タンパク質を構成するアミノ酸にも疎水性基が
存在するため、シクロデキストリンはタンパク
質の構造や安定性に影響を与える。 

・ 不溶物質の包接に伴う溶解度変化を測定するこ
とにより、シクロデキストリンの包接機構を定
量的に定義することができる。 

 
［３］タンパク質の凝集・腐敗過程の観測 
・ 食品や薬剤などの長期安定性を観測することは、

消費期限の決定や安定化の向上のためにも重要
である。 

・ 物質の長期安定性はその劣化過程や速度を熱力
学的・速度論的に解析することによって得ること
が出来る。 

・  タンパク質の腐敗や凝集過程を熱的に長期
観測し、速度論的特性を明らかにした。 
 

研究手法 
DSC, ITC, TG-DTA, XRD-DSC, Density and Sound 

Velocity meter, Viscosity meter, Vapor pressure, CD, 

Fluorescence, DLS, SEM, Stopped-flow 
 
最近の業績 
[1] T. Kamiyama, Thermodynamics of thermal 

aggregation of protein, Netsu Sokutei, 47, 8-13 
(2020)  

[2] シクロデキストリンの包接におけるエントロ

ピーの役割 , 日本の科学者 , 54, 17-22 (2019) 
[3] T. Marutani, T. Inomata, T. Kamiyama, 

Thermodynamics and kinetics of aggregation of 
myoglobin with 1,4-dioxane, Netsu Sokutei, 45, 
63-69, (2018)  

[4] T. Marutani, T. Inomata, T. Kamiyama, 
Thermodynamics of fibrous aggregation of 
cytochrome c with 1,4-dioxane, Thermochim. Acta, 
659, 8-12 (2018) 

[5] T. Kamiyama, T. Marutani, D. Kato, T. Hamada, K. 
Kato, T. Kimura, Thermodynamic and kinetic 
properties of sorbitol-induced molten globule of 
myoglobin, J. Therm. Anal. Calorim., 123, 1861-
1869 (2016) 

[6] K. Kuroi, K. Okajima, M. Ikeuchi, S. Tokutomi, T. 
Kamiyama, and M. Terazima, Pressure-Sensitive 
Reaction Yield of the TePixD Blue-Light Sensor 
Protein, J. Phys. Chem. B, 119, 2897–2907 (2015) 
 

■科学研究費補助金（新学術領域研究）研究領域提

案型（平成 22-23 年度）  
■日本熱測定学会奨励賞  受賞（平成 23 年）  


